	小学5年生
	
	時数：３・４/4

	避難所の案内ロボットを作ろう

	単元名
	プログラミングを学んで、避難所の案内をしよう
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目標
· Sotaを活用し、ロボットがプログラミングによって動いていることを知り、社会に役立っていることを理解する。
· プログラミングの基礎を学び、情報を収集、整理、発信する基本的な力を身につける。
· プログラミングの動作の確認、修正ができる。
· 避難所を想定して案内させることで、防災への理解を深める。

単元の指導計画（４時間扱い）


	学習活動
	ICT活用における教師の指導・支援

	１
	· 社会でのロボットの活用事例を参考にして、人の代わりにロボットができることがあることを理解する。
· 避難所となる学校の災害時の施設の配置を確認する。
· Sotaを使って避難所の案内で役に立つことを考える。
· どんな案内ロボットを作りたいか、Sotaの言葉や動きを考え、ワークシート等に書き込む。
	· 具体的な活用事例を写真や動画などで見せる。



· 今回利用するロボットがSotaであることを伝える。
· 一人一人にワークシートを配布し、自分が作りたい案内ロボットを書き込むように促す。

	
	前時のワークシート等をもとに、類似案の２～３人ずつのグループを作る。

	２
	· グループでめあてを決め、ワークシート等に書き込む。
· 具体的なプログラムの流れを考えワークシート等に書き込む。

	· グループで話し合い、ワークシートを配布し、書き込むように促す。
· ワークシートをもとに具体的な動作を考えさせる。

	３（本時）
	· Sotaとブロックプログラミングの基本的な操作方法を学ぶ。
· ワークシート等をもとにグループで入力していく。
· 考えたとおりにロボットが動き、対話形式のプログラムとなっているかを確認する。
	· Sotaを利用する上での注意事項を説明する。
· 用語の意味や操作方法、プログラミングの基礎を指導する。
· グループ内で順番に入力していくよう説明する。

	４（本時）
	· ロボットの動きを確認し、必要に応じて修正していく。
· それぞれ別のグループのSotaを利用し感想を発表する。
（良かった点、気づいた点など）
· 今回の授業の感想とグループごとに成果と改善点などをワークシートに書き込み、発表する。
	· エラーなどで困っていないか、グループ各々がSotaを動かせているかを確認する。
· 授業を振り返り、これからの社会に向けてロボットをどのように活用すると良いか等も考えるよう促す。
· ワークシートを配布し、書き込むように促す。



本時のめあて

自分たちの考えた避難所での案内をSotaにプログラミングし、実際に動かそう。



[image: ]
	学習活動
	ICT活用における教師の指導・支援

	導入
	1. 本時の学習内容を説明する。
· 本時の学習のために前時の学習でのグループのワークシートを再確認する。
	· 本時の学習を説明するとともに、前時の学習内容をワークシートで再確認する。

	[image: ]展開
	2. Sotaとブロックプログラミングの基本的な操作方法を学ぶ。
· Sotaとはじめるブロックプログラミングの基本的な操作を確認する。
3. ワークシートをもとにグループで入力する。
· 入力したとおり、Sotaが作動するか確認しながら行う。
4. 全ての内容を入力後、考えたとおりにロボットが動き、対話形式のプログラムとなっているかを確認する。
· ロボットの動きを確認し、必要に応じて修正していく。
	· Sotaとタブレットを起動し、きちんと作動するかを確認する。
· Sotaを利用する上での注意事項を説明する。
· グループ内でそれぞれの児童が順番に入力しているか確認する。
· エラーなどで困っていないか、グループ各々がSotaを動かせているか等、確認する。
· 児童のプログラムが対話形式になっているかを確認し、必要なグループには助言する。

	[image: ]まとめ
	5. まとめと振り返りをする。
· 別のグループのSotaを利用し、感想などを発表する。
· 学習内容を振り返り、ワークシートに感想を記入、グループで共有する。
· いくつかのグループが発表し、改善点や良い点など気づきも発表する。
	· 利用した方に避難所の案内がきちんとできるプログラミングになっていたか（良かった点、気づいた点、改善点など）を全体で共有する。
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１  

小学 5 年生   時数： ３ ・４ / 4  

避難所 の 案内 ロボット を 作ろう  

単元名  プログラミングを学んで、避難所の案内をしよう  

  目標      Sota を活用し、ロボットがプログラミングによって動いていることを知り、社会に役立っていることを理 解する。      プログラミングの基礎を学び、情報を収集、整理、発信する基本的な力を身につける 。      プログラミングの動作の確認、修正ができる。      避難所を想定して案内させることで、防災への理解を深める 。        

学習活動  ICT 活用における教師の指導・支援  

１     社会でのロボットの活用事例を参考にして、 人の代わりにロボットができることがあること を理解する 。      避難所となる学校の災害時の施設の配置 を確認する 。      Sota を使って避難所の案内で役に立つこ とを考える 。      どんな 案内ロボットを作りたい か 、 Sota の 言葉や動き を 考え、 ワークシート 等 に書き込 む 。     具体的な活用事例を写真や動画 な どで 見せる 。            今回利用するロボットが Sota であること を伝え る 。      一人一人に ワークシートを配布 し、 自分 が作りたい案内ロボットを 書き込む ように 促す 。  

 前時のワークシート 等 をもとに 、類似案の ２～３人 ずつ のグループを作 る 。  

２     グループで めあてを決め、ワークシート 等 に 書き込む。      具体的なプログラムの流れを考え ワークシ ート 等 に書き込む。       グループで話し合い、ワークシートを配布 し 、書き込むように促す 。      ワークシートをもとに具体的な 動作 を 考えさせる。  

３ （本時）     Sota とブロックプログラミングの 基本的な 操作方法を学ぶ。      ワークシート 等をもとに グループで入力して いく 。      考えたとおり にロボットが動き、 対話形式 の プログラム となっているかを確認する。     Sota を利用する上での注意事項を説 明する。      用語の意味や操作方法、プログラミング の基礎を指導する 。      グループ 内 で順番に入力していくよう 説明する。  

